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CYBERDYNE株式会社
特許庁が特許を初取得！？

特許文献検索システム
「アドパス」誕生秘話！

オープンイノベーションを促進させる一手

「オープンイノベーション  
 促進のためのモデル契約書」

“コロナ禍”に負けない！

開放特許という考え方
COVID-19と
戦う知財宣言

医薬の新領域



特許情報から読み解く、中分子医薬の世界

【執筆】VALUENEX株式会社　代表取締役社長/工学博士　中村 達生

新型コロナウイルス感染拡大によって注目を浴びている医薬。
今回は医薬の新領域である中分子医薬の特許情報を俯瞰的に解析し、
研究開発の動向を整理することで、今後の医薬の行く末を探ります。

01特集

開発状況を特許で読み解く
中分子医薬の
医薬の新領域

医薬の新領域 中分子医薬の開発状況を特許で読み解く　｜02



米国の中分子医薬に関連する特許情報をもとに作成した俯瞰図。大量のドキュメントの関係性を
平面図に正確に表現し、その配置から粗密・分布・方向性を計測したもの。（VALUENEX作成）

が
行
っ
た
定
義
に
基
づ
い
て
抽
出
し
た

デ
ー
タ
を
用
い
た
結
果
で
あ
る
点
に
つ

い
て
、留
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　【
図
２
】に
は
、
中
分
子
医
薬
に
関
す

る
米
国
特
許
公
開
公
報
の
年
ご
と
の
公

開
件
数
推
移
を
示
し
ま
し
た
。ご
覧
の

よ
う
に
2
0
0
8
〜
2
0
1
2
年
に
米

国
特
許
公
開
公
報
の
数
が
急
増
し
、
そ

の
後
減
少
し
た
も
の
の
、
2
0
1
7
年

頃
か
ら
再
び
急
増
に
転
じ
て
お
り
、
注

目
分
野
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
技
術
の
研
究
開
発
動
向
を
探
る

際
、
筆
者
は
俯
瞰
解
析
と
い
う
手
法
を

　
ま
ず
、「
中
分
子
医
薬
」と
は
分
子
量

が
5
0
0
〜
2,
0
0
0
で
あ
り
、分
子

量
が
5
0
0
以
下
の
「
低
分
子
医
薬
」

と
、
同
15
万
以
上
の「
高
分
子
医
薬
」の

中
間
に
位
置
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
従
来
は
、
化
学
合
成
に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
構
造
も
シ
ン

プ
ル
な
低
分
子
医
薬
が
開
発
の
中
心
で

し
た
が
、近
年
は
、人
間
の
体
内
に
あ
る

生
体
分
子
を
応
用
し
て
作
ら
れ
る
抗
体

医
薬
の
よ
う
な
、
サ
イ
ズ
が
大
き
く
構

造
も
複
雑
な
高
分
子
医
薬
が
開
発
の
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。低
分
子
医
薬
は
、

分
子
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
た
め
に
細
胞

膜
の
小
さ
い
穴
を
通
っ
て
細
胞
内
に
入

り
や
す
い
も
の
の
、
薬
が
体
内
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
部
位
だ
け
で
な
く
他
の

部
位
に
も
作
用
し
や
す
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。他
方
、
抗
体
医
薬
な
ど

の
高
分
子
医
薬
は
、
薬
が
体
内
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
部
位
の
み
に
効
率
よ
く

作
用
す
る
も
の
の
、
分
子
の
サ
イ
ズ
が

大
き
い
た
め
に
細
胞
膜
の
小
さ
い
穴
を

通
る
の
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
所
が
医
薬
開
発
の

限
界
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
低
分
子
医
薬
と
高
分
子
医

薬
の
中
間
に
あ
た
る
サ
イ
ズ
を
有
す
る

医
薬
の
限
界
を
打
ち
破
る
中
分
子
医
薬

中
分
子
医
薬
と
は

何
を
指
し
て
い
る
の
か
？

中
分
子
医
薬
は
、
低
分
子
医
薬
と
高
分

子
医
薬
の
長
所
を
併
せ
持
つ
、
す
な
わ

ち
、
医
薬
の
限
界
を
超
え
る
新
領
域
の

医
薬
と
し
て
、
難
病
治
療
薬
の
実
現
な

ど
、
各
方
面
か
ら
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。な
お
、今
回
は
概
念
と
し
て
確

立
し
つ
つ
あ
る
中
分
子
医
薬
と
い
う
も

の
を
抽
出
し
て
分
析
を
試
み
ま
し
た

が
、
海
外
で
は
中
分
子
医
薬
と
い
う
も

の
を
定
義
す
る
も
の
が
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、
以
下
、
米
国
の

特
許
情
報
を
中
心
に
抽
出
し
ま
し
た

が
、
こ
の
中
分
子
医
薬
と
い
う
も
の
を

ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
デ
ー
タ
を
抽
出

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
方
法
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
は
我
々

俯
瞰
解
析
に
よ
っ
て

研
究
開
発
動
向
を
探
る

使
用
し
ま
す
。

　
俯
瞰
解
析
と
は
、
た
と
え
専
門
性
に

乏
し
い
分
野
（
筆
者
自
身
必
ず
し
も

医
薬
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）で

あ
っ
て
も
研
究
開
発
動
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
、
分
か
り
や

す
く
言
い
換
え
る
と
「
あ
る
技
術
分
野

の
文
献
情
報
を
地
図
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
全
体
像
を
つ
か
む
」
と
い
う
も

の
で
す
。特
許
文
献
は
一
定
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
従
っ
た
網
羅
性
の
高
い

デ
ー
タ
群
で
あ
り
、
俯
瞰
的
に
分
析
す

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
医
薬
分
野
で
大
き
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
特
許
出
願
件
数
も

世
界
的
に
見
て
極
め
て
多
い
米
国
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
中
分
子
医
薬
の

世
界
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

【図3】中分子医薬周辺の特許俯瞰図（米国特許公開公報）
　※対象文献　米国特許公開公報2001～2020　対象件数    USPTO40万件強　

【図1】分子量による医薬の分別一覧

【図2】中分子医薬における米国での特許公開公報推移（米国特許公開公報2001～2019）
　※中分子医薬を直接的に示す特許分類は存在しないため、特性や物質を示す分野を包括的にとりいれることをコンセプトとして対象とする分類を設定。
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中
分
子
医
薬
に
関
す
る
米
国
特
許
公

開
公
報
を
対
象
と
し
た
俯
瞰
解
析
図
を

【
図
３
】
に
示
し
ま
し
た
。
図
中
で
黄
色

か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
で
示
さ
れ
る
部
分（
集

積
領
域
）
は
研
究
開
発
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
り
、

集
積
領
域
同
士
が
近
い
ほ
ど
、
技
術
分

野
も
近
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
環
状
ペ
プ
チ
ド
と
い
う
複
数
の
ア

ミ
ノ
酸
が
大
き
な
環
状
構
造
を
成
す
化

合
物
群
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
タ
ン

パ
ク
質
（
例
え
ば
、
特
定
の
病
気
の
発

症
に
関
連
し
、
薬
が
作
用
し
て
欲
し
い

タ
ン
パ
ク
質
）
に
結
合
し
や
す
く
、
細

胞
膜
を
通
っ
て
細
胞
内
に
入
り
や
す

い
、
ま
さ
に
中
分
子
医
薬
と
し
て
の
長

所
を
持
ち
合
わ
せ
る
化
合
物
群
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
俯
瞰
解
析
図
を
見
る
と
、
こ
の
大
環

状
ペ
プ
チ
ド
と
呼
ば
れ
る
ペ
プ
チ
ド

は
、
天
然
の
植
物
や
遺
伝
子
組
換
生
物

か
ら
生
産
で
き
る
か
と
い
っ
た
研
究
や

大
環
状
ペ
プ
チ
ド
が
癌
治
療
に
有
用
か

ど
う
か
と
い
っ
た
研
究
に
特
に
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
生
産
方
法
の
多
様
化
に
加
え
、特
定
の

疾
患
へ
の
有
用
性
に
つ
い
て
の
研
究
開
発

が
活
発
に
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、大
環
状
ペ
プ
チ
ド
が
中
分
子
医
薬

分
野
に
お
い
て
ホ
ッ
ト
な
研
究
開
発

分
野
で
あ
り
、
医
薬
品
と
し
て
特
に
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
D
N
A
の
よ
う
な
核
酸
と
い

う
遺
伝
子
と
同
じ
物
質
を
ベ
ー
ス
に

作
る
医
薬
品
「
核
酸
医
薬
」
も
中
分

子
医
薬
の
一
種
で
す
。
核
酸
医
薬
は

不
安
定
で
体
内
で
分
解
さ
れ
や
す
い
、

ま
た
は
薬
が
作
用
し
て
欲
し
い
部
位

に
た
ど
り
着
か
な
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
課
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
核
酸
医
薬
の

分
解
を
防
ぎ
、
体
内
で
の
安
定
性
を

改
善
す
る
方
法
や
、
作
用
し
て
欲
し

い
病
気
の
原
因
部
位
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）

に
対
し
て
、
効
果
的
に
核
酸
医
薬
を

届
け
る
手
法
に
関
す
る
研
究
が
活
発

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
【
図
4
】。

俯
瞰
解
析
図
に
基
づ
く

研
究
開
発
の
傾
向
分
析

深
化
し
て
い
く
研
究
開
発

　
自
動
車
、
電
気
機
器
な
ど
の
最
終

市
場
商
品
の
研
究
開
発
で
は
、
研
究

開
発
の
段
階
か
ら
量
産
体
制
に
移
る

際
に
、
研
究
開
発
の
重
心
は
大
き
く

変
遷
し
て
い
く
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

一
方
、
医
薬
分
野
の
研
究
開
発
の
重

心
は
大
き
く
は
動
か
な
い
こ
と
が
特

徴
で
、
む
し
ろ
重
心
は
動
か
ず
、
あ

る
一
定
の
位
置
で
深
掘
り
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
【
図
４
】
に
お
い
て
、
紫
色
の
曲
線

は
20
年
に
わ
た
る
研
究
開
発
の
重
心

の
移
動
を
示
す
も
の
で
す
が
、
研
究

開
発
の
重
心
は
大
き
く
変
化
し
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
過
去
20
年
間
の
米
国
で
の
特
許
出
願

数
の
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る

と
、
米
国
で
の
主
要
な
開
発
企
業
と

し
て
、
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
、
モ
ン

サ
ン
ト
社
、
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
社
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
【
図
５
】。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
三
社
が
注
力
し
て
い

る
研
究
開
発
分
野
を
詳
細
に
見
て
み

ま
し
ょ
う
。【
図
６
】
に
お
い
て
、
紫

色
の
点
が
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
、
赤
色

の
点
が
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

社
、
黒
色
の
点
が
モ
ン
サ
ン
ト
社
に

よ
り
出
願
さ
れ
た
特
許
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
す
る
と
、パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
社
、
モ
ン
サ
ン
ト
社
は
特
許
出
願
の

多
い
分
野
が
重
複
し
て
お
り
、さ
ら
に
、

ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
が
特
許
出
願
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
集
積
領
域
も
他

の
二
社
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
中
分
子

医
薬
分
野
で
の
研
究
開
発
は
、
あ
る
特

定
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
よ
り
深
掘
り

さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
日
本
の
主
要
な
開
発
企
業
と

し
て
は
、
例
え
ば
、
ペ
プ
チ
ド
医
薬
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
東
京
大
学
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド
リ
ー

ム
株
式
会
社
、
核
酸
医
薬
の
開
発
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
ボ
ナ
ッ
ク
な

ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
存
在
感
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。特
に
、

ペ
プ
チ
ド
リ
ー
ム
株
式
会
社
で
は
、
国

内
外
の
大
手
製
薬
企
業
と
提
携
し
て
研

究
開
発
を
進
め
る
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
、
従
来
、
各
製
薬
企
業

が
自
社
で
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
分
子
医
薬
の

分
野
で
は
、
海
外
の
よ
う
に
製
薬
企
業

が
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
連
携
す
る
流

れ
が
出
て
き
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
社
開
発
の
み
で
な
く
、
複

数
の
企
業
が
事
業
連
携
に
よ
っ
て
研
究

開
発
を
進
め
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
事
業
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
重

要
な
医
薬
業
界
に
お
い
て
も
望
ま
し
い

方
向
性
と
考
え
ま
す
。

1
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中分子医薬における
「米国」での特許出願数ランキング

ジェネンテック社 （ Genentech ）

モンサント社 （ Monsanto ）

パイオニア・ハイブリッド社 （ Pioneer Hi-Bred ）

カリフォルニア大学 （ University of California ）

ノバルティス （ Novartis ）

シンジェンタ （ Syngenta ）

バイエル （ Bayer ）

IBM （ International Business Machines ）

サノフィ （ Sanofi ）

メルク （ Merck ）

【図4】中分子医薬周辺の特許俯瞰図（米国特許公開公報）

【図5】中分子医薬を直接的に示す特許分類は存在しないため、特性や
               物質を示す分野を包括的にとりいれることをコンセプトとして
               対象とする分類を設定。
                ※対象文献の期間　2001～2020（2020年出願分は未確定値）
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俯
瞰
解
析
図
【
図
4
】
の
周
辺
領
域

に
目
を
転
じ
る
と
、
右
下
の
離
れ
た
部

分
に
特
許
文
献
が
密
に
な
っ
て
い
る
部

分
が
あ
り
、
急
激
に
成
長
し
て
い
る
領

域
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
領
域
は
、
機
械

学
習
、コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
し
て
、
継

続
的
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
【
図
7
】。

　
こ
こ
か
ら
読
み
解
け
る
こ
と
は
、
医

薬
の
世
界
に
お
い
て
も
膨
大
な
研
究

デ
ー
タ
の
解
析
・
分
析
を
効
率
的
に
行

う
た
め
に
、
A
I
の
技
術
に
有
効
性
を

見
い
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
後
は
、
A
I
の
活
用
に
よ
っ
て
、
開

発
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
こ
と
で
、
医

薬
業
界
で
の
開
発
の
重
心
や
傾
向
に
も

変
化
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
動
車
、
電
気
機
器
な
ど
の
最
終

市
場
商
品
の
研
究
開
発
で
は
、
研
究

開
発
の
段
階
か
ら
量
産
体
制
に
移
る

際
に
、
研
究
開
発
の
重
心
は
大
き
く

変
遷
し
て
い
く
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

一
方
、
医
薬
分
野
の
研
究
開
発
の
重

心
は
大
き
く
は
動
か
な
い
こ
と
が
特

徴
で
、
む
し
ろ
重
心
は
動
か
ず
、
あ

る
一
定
の
位
置
で
深
掘
り
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
【
図
４
】
に
お
い
て
、
紫
色
の
曲
線

は
20
年
に
わ
た
る
研
究
開
発
の
重
心

の
移
動
を
示
す
も
の
で
す
が
、
研
究

開
発
の
重
心
は
大
き
く
変
化
し
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
過
去
20
年
間
の
米
国
で
の
特
許
出
願

数
の
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る

と
、
米
国
で
の
主
要
な
開
発
企
業
と

し
て
、
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
、
モ
ン

魅
了
な
未
了
領
域

ー 

A
I
活
用 

ー

データ可視化による予測分析と戦略開発のための機械学習のパイオニア。
俯瞰分析を得意とし、各種ツールの開発やそれらを使用したコンサルティングを行う。

サ
ン
ト
社
、
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
社
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
【
図
５
】。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
三
社
が
注
力
し
て
い

る
研
究
開
発
分
野
を
詳
細
に
見
て
み

ま
し
ょ
う
。【
図
６
】
に
お
い
て
、
紫

色
の
点
が
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
、
赤
色

の
点
が
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

社
、
黒
色
の
点
が
モ
ン
サ
ン
ト
社
に

よ
り
出
願
さ
れ
た
特
許
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
す
る
と
、パ
イ
オ
ニ
ア
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
社
、
モ
ン
サ
ン
ト
社
は
特
許
出
願
の

多
い
分
野
が
重
複
し
て
お
り
、さ
ら
に
、

ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
社
が
特
許
出
願
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
集
積
領
域
も
他

の
二
社
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
中
分
子

医
薬
分
野
で
の
研
究
開
発
は
、
あ
る
特

定
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
よ
り
深
掘
り

さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
日
本
の
主
要
な
開
発
企
業
と

し
て
は
、
例
え
ば
、
ペ
プ
チ
ド
医
薬
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
東
京
大
学
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド
リ
ー

ム
株
式
会
社
、
核
酸
医
薬
の
開
発
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
ボ
ナ
ッ
ク
な

ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
存
在
感
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。特
に
、

ペ
プ
チ
ド
リ
ー
ム
株
式
会
社
で
は
、
国

内
外
の
大
手
製
薬
企
業
と
提
携
し
て
研

究
開
発
を
進
め
る
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
、
従
来
、
各
製
薬
企
業

が
自
社
で
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
分
子
医
薬
の

分
野
で
は
、
海
外
の
よ
う
に
製
薬
企
業

が
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
連
携
す
る
流

れ
が
出
て
き
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
社
開
発
の
み
で
な
く
、
複

数
の
企
業
が
事
業
連
携
に
よ
っ
て
研
究

開
発
を
進
め
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
事
業
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
重

要
な
医
薬
業
界
に
お
い
て
も
望
ま
し
い

方
向
性
と
考
え
ま
す
。

【図6】中分子医薬周辺におけるTOP3の企業が出願している範囲

【図7】周辺領域の拡大図
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05｜　医薬の新領域 中分子医薬の開発状況を特許で読み解く



“コロナ禍”に負けない！

新型コロナウイルスによって、景気の冷え込んだ日本経済の再生に向け、
自社が保有する知財を開放する企業が増えています。今回は、その「COVID-19と戦う知財宣言」の
仕掛け人であるジェノコンシェルジュ京都の山崎氏にお話を伺いました。

開放特許
という考え方

02特集

「
C
O
V
I
D
-19
と
戦
う
知
財
宣
言
」

と
は
、ど
ん
な
も
の
な
の
か
？

 　
「
知
的
財
産
に
関
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
宣
言

（
C
O
V
I
D
-19
と
戦
う
知
財
宣
言
）」

の
目
的
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
実
現
に
向
け
、

感
染
症
対
策
に
必
要
な
商
品
の
開
発
・

製
造
・
販
売
な
ど
を
進
め
る
上
で
障
害

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
知
的
財
産
権
の

行
使
を
行
わ
な
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
商
品
の
開
発
に
あ

た
っ
て
だ
れ
か
の
知
的
財
産
権
を
侵

害
し
な
い
か
調
査
し
た
り
、
侵
害
す

る
可
能
性
の
あ
る
知
的
財
産
権
が
見

つ
か
っ
た
場
合
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

の
交
渉
な
ど
に
必
要
な
「
時
間
」「
労

力
」「
費
用
」
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
迅

速
に
商
品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
が
で

き
る
環
境
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

原
則
と
し
て
宣
言
者
に
は
、「
保
有

す
る
特
許
権
、実
用
新
案
権
、意
匠
権
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
著
作
権
の
権
利
行
使

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
終
結
を
唯
一
の
目
的
と
し

た
行
為
に
つ
い
て
は
、行
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
、そ
れ
に
対
し
、一
切
の
対
価
や
補

償
を
求
め
な
い
こ
と
。」を
宣
言
し
て
い

た
だ
く
活
動
で
す
。

　

権
利
の
不
行
使
は
、
宣
言
を
し
た
日

か
ら
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
の

終
結
宣
言
を
行
う
日
ま
で
の
期
間
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

今
年
の
3
月
ご
ろ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
と
も
な

い
、
需
要
が
逼
迫
し
た
感
染
防
止
商
品

や
医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
の
新
規
参

入
に
異
業
種
企
業
が
名
乗
り
を
あ
げ
た

も
の
の
、
開
発
や
知
財
の
権
利
処
理
に

予
想
以
上
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
大

き
な
障
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、知
財
の
分
野

で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
結
果
、
本
宣
言
の
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
の
常
務
執
行
役

員
長
澤
健
一
氏
、
執
行
役
員
真
竹
秀
樹

氏
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
附
属
ゲ
ノ

ム
医
学
セ
ン
タ
ー
長
の
松
田
文
彦
教
授

と
私
の
4
人
が
、各
社
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
宣
言
の
発
起
人
と
な
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
働
き
か
け
を
始
め
た
の
が
4
月
の

初
旬
で
す
。そ
こ
か
ら
、4
月
末
に
本
宣

言
を
公
表
す
る
ま
で
に
20
の
企
業
等
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
発
起
人
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
は
、キ
ヤ
ノ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
と

い
う
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
傘
下
に
加

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、医
療
に
関
す
る

特
許
も
多
く
お
持
ち
で
す
。医
療
に
関

わ
る
大
企
業
が
発
起
人
と
し
て
特
許
を

開
放
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。と
は
い

え
、「
開
放
特
許
」と
い
う
取
組
自
体
は
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
施

策
と
し
て
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ
れ
を
さ
ら

に
広
め
る
役
割
も
果
た
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
起
人
で
あ
る
20
社
を
集
め
る
こ
と

が
一
番
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の

後
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
た
き
っ
か
け
は
、
一
般
社
団
法
人
経

済
団
体
連
合
会（
経
団
連
）の
中
西
宏
明

会
長
に
こ
の
取
組
を
ご
説
明
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、経
団
連
会
員
各
社
に
対
し
宣

言
へ
の
参
加
を
ご
推
薦
い
た
だ
け
た
こ

と
で
す
。

　

5
月
以
降
は
、
独
立
行
政
法
人
工
業

所
有
権
情
報
・
研
修
館（
I
N
P
I
T
）、

特
許
庁
、W
I
P
O
日
本
事
務
所
、内
閣

府
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
、
新
経

済
連
盟
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
協
会
、
紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
、

L
O
T 

N
e
t
w
o
r
k 

I
n
c
、

日
本
弁
理
士
会
、
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
統
合
開
発

機
構（
N
E
D
O
）の
各
組
織
に
ご
後
援
、

ま
た
は
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
メ
デ
ィ
ア

各
社
の
記
事
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
う

機
会
が
増
え
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

知
的
財
産
権
を
保
有
さ
れ
る
多
く
の
企

業
に
本
宣
言
の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　　

10
月
15
日
時
点
で
、100
社
が
宣
言
し

て
い
ま
す
。宣
言
対
象
の
知
的
財
産
権

の
数
で
す
が
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、

著
作
権
の
数
は
申
告
し
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
た
め
、把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。宣

言
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
特
許
権
に
つ

い
て
は
、92
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
宣
言
知
財
の
利
用
者

は
、
宣
言
者
へ
の
通
知
を
す
る
こ
と
な

く
自
由
に
知
財
を
利
用
で
き
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
的
に
知
財
を

利
用
し
た
こ
と
を
公
表
す
る
ケ
ー
ス
は

少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、

宣
言
知
財
を
利
用
し
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
や
樹
脂
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
は
受
け
て
い

る
の
で
、
活
用
し
て
い
る
企
業
は
少
な

く
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
、
宣
言
知
財
を
利
用
し
た
新

規
事
業
を
検
討
す
る
企
業
か
ら
、「
無
償

開
放
期
間
終
了
後
も
継
続
し
て
実
施
で

き
る
確
約
が
な
い
と
事
業
化
に
向
け
た

投
資
の
決
断
が
で
き
な
い
」「
宣
言
者

か
ら
技
術
指
導
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
供
与
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
お
声
や
ご
要
望

も
多
く
あ
り
ま
し
た 

。

　

本
宣
言
の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ
く

に
つ
れ
て
、宣
言
知
財
の
利
用
促
進
の

支
援
に
関
す
る
新
た
な
取
組
と
し
て
、

7
月
15
日
に
経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産

業
局
と
共
同
記
者
会
見
を
開
催
し
、
同

局
が
推
進
し
て
い
る
「
知
財
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」と「
C
O
V
I
D-

19

と
戦
う
知
財
宣
言
」
を
連
携
さ
せ
、宣
言

知
財
と
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
を
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。こ
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

宣
言
者
が
お
持
ち
の
様
々
な
技
術
と
、

そ
れ
を
利
用
す
る
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、無
償
開
放
後
の
継
続
的
な
実
施
権

の
確
保
や
宣
言
者
に
よ
る
技
術
指
導
な

ど
に
関
す
る
宣
言
者
と
の
協
議
な
ど
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
で
無
償
開
放
さ
れ
た
知
財

を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
必
要

と
さ
れ
る
新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

一
つ
で
も
多
く
生
み
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
終
結
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
も
見
据
え
知
財

を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
だ
く
。

我
々
の
宣
言
の
取
組
が
そ
の
契
機
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

[ 名　　称 ] ジェノコンシェルジュ京都株式会社
[ 住　　所 ] 京都府京都市左京区吉田下阿達町46-29
[ 資 本 金 ]  100万円　[ 従業員数 ] 7人
[ 事業内容 ] ヒト検体をもちいた全ゲノム配列のインフォマティクス解析。

京都大学ゲノム医学センターの研究成果の事業化を行い、
研究成果の社会還元を行うスタートアップベンチャー。

Company Profile

COVID-19と戦う知財宣言 　｜06



 　
「
知
的
財
産
に
関
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
宣
言

（
C
O
V
I
D
-19
と
戦
う
知
財
宣
言
）」

の
目
的
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
実
現
に
向
け
、

感
染
症
対
策
に
必
要
な
商
品
の
開
発
・

製
造
・
販
売
な
ど
を
進
め
る
上
で
障
害

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
知
的
財
産
権
の

行
使
を
行
わ
な
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
商
品
の
開
発
に
あ

た
っ
て
だ
れ
か
の
知
的
財
産
権
を
侵

害
し
な
い
か
調
査
し
た
り
、
侵
害
す

る
可
能
性
の
あ
る
知
的
財
産
権
が
見

つ
か
っ
た
場
合
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

の
交
渉
な
ど
に
必
要
な
「
時
間
」「
労

力
」「
費
用
」
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
迅

速
に
商
品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
が
で

き
る
環
境
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

原
則
と
し
て
宣
言
者
に
は
、「
保
有

す
る
特
許
権
、実
用
新
案
権
、意
匠
権
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
著
作
権
の
権
利
行
使

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
終
結
を
唯
一
の
目
的
と
し

た
行
為
に
つ
い
て
は
、行
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
、そ
れ
に
対
し
、一
切
の
対
価
や
補

償
を
求
め
な
い
こ
と
。」を
宣
言
し
て
い

た
だ
く
活
動
で
す
。

　

権
利
の
不
行
使
は
、
宣
言
を
し
た
日

か
ら
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
の

終
結
宣
言
を
行
う
日
ま
で
の
期
間
と
な

り
ま
す
。

開放特許情報データベース

独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）の開放特許情報データベースを利用し、
❶ 開放特許の登録者、❷ 対象製品に関係する技術テーマのIPC(国際特許分類) 、
❸ キーワード等による検索が可能です。

代表取締役 Co-Founder 
山崎 寿郎 氏

　

こ
の
取
組
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

今
年
の
3
月
ご
ろ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
と
も
な

い
、
需
要
が
逼
迫
し
た
感
染
防
止
商
品

や
医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
の
新
規
参

入
に
異
業
種
企
業
が
名
乗
り
を
あ
げ
た

も
の
の
、
開
発
や
知
財
の
権
利
処
理
に

予
想
以
上
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
大

き
な
障
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、知
財
の
分
野

で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
結
果
、
本
宣
言
の
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
の
常
務
執
行
役

員
長
澤
健
一
氏
、
執
行
役
員
真
竹
秀
樹

氏
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
附
属
ゲ
ノ

ム
医
学
セ
ン
タ
ー
長
の
松
田
文
彦
教
授

と
私
の
4
人
が
、各
社
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
宣
言
の
発
起
人
と
な
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
働
き
か
け
を
始
め
た
の
が
4
月
の

初
旬
で
す
。そ
こ
か
ら
、4
月
末
に
本
宣

言
を
公
表
す
る
ま
で
に
20
の
企
業
等
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
発
起
人
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
は
、キ
ヤ
ノ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
と

い
う
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
傘
下
に
加

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、医
療
に
関
す
る

特
許
も
多
く
お
持
ち
で
す
。医
療
に
関

わ
る
大
企
業
が
発
起
人
と
し
て
特
許
を

開
放
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。と
は
い

え
、「
開
放
特
許
」と
い
う
取
組
自
体
は
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
施

策
と
し
て
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ
れ
を
さ
ら

に
広
め
る
役
割
も
果
た
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
起
人
で
あ
る
20
社
を
集
め
る
こ
と

が
一
番
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の

後
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
た
き
っ
か
け
は
、
一
般
社
団
法
人
経

済
団
体
連
合
会（
経
団
連
）の
中
西
宏
明

会
長
に
こ
の
取
組
を
ご
説
明
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、経
団
連
会
員
各
社
に
対
し
宣

言
へ
の
参
加
を
ご
推
薦
い
た
だ
け
た
こ

と
で
す
。

　

5
月
以
降
は
、
独
立
行
政
法
人
工
業

所
有
権
情
報
・
研
修
館（
I
N
P
I
T
）、

特
許
庁
、W
I
P
O
日
本
事
務
所
、内
閣

府
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
、
新
経

済
連
盟
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
協
会
、
紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
、

L
O
T 

N
e
t
w
o
r
k 

I
n
c
、

日
本
弁
理
士
会
、
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
統
合
開
発

機
構（
N
E
D
O
）の
各
組
織
に
ご
後
援
、

ま
た
は
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
メ
デ
ィ
ア

各
社
の
記
事
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
う

機
会
が
増
え
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

知
的
財
産
権
を
保
有
さ
れ
る
多
く
の
企

業
に
本
宣
言
の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　　

10
月
15
日
時
点
で
、100
社
が
宣
言
し

て
い
ま
す
。宣
言
対
象
の
知
的
財
産
権

の
数
で
す
が
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、

著
作
権
の
数
は
申
告
し
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
た
め
、把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。宣

言
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
特
許
権
に
つ

い
て
は
、92
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
宣
言
知
財
の
利
用
者

は
、
宣
言
者
へ
の
通
知
を
す
る
こ
と
な

く
自
由
に
知
財
を
利
用
で
き
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
的
に
知
財
を

利
用
し
た
こ
と
を
公
表
す
る
ケ
ー
ス
は

少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、

宣
言
知
財
を
利
用
し
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
や
樹
脂
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
は
受
け
て
い

る
の
で
、
活
用
し
て
い
る
企
業
は
少
な

く
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
、
宣
言
知
財
を
利
用
し
た
新

規
事
業
を
検
討
す
る
企
業
か
ら
、「
無
償

開
放
期
間
終
了
後
も
継
続
し
て
実
施
で

き
る
確
約
が
な
い
と
事
業
化
に
向
け
た

投
資
の
決
断
が
で
き
な
い
」「
宣
言
者

か
ら
技
術
指
導
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
供
与
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
お
声
や
ご
要
望

も
多
く
あ
り
ま
し
た 

。

　

本
宣
言
の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ
く

に
つ
れ
て
、宣
言
知
財
の
利
用
促
進
の

支
援
に
関
す
る
新
た
な
取
組
と
し
て
、

7
月
15
日
に
経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産

業
局
と
共
同
記
者
会
見
を
開
催
し
、
同

局
が
推
進
し
て
い
る
「
知
財
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」と「
C
O
V
I
D-

19

と
戦
う
知
財
宣
言
」
を
連
携
さ
せ
、宣
言

知
財
と
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
を
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。こ
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

宣
言
者
が
お
持
ち
の
様
々
な
技
術
と
、

そ
れ
を
利
用
す
る
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、無
償
開
放
後
の
継
続
的
な
実
施
権

企
業
に
と
っ
て
財
産
で
あ
る

知
財
を
開
放
す
る
と
い
う
考
え
は

ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

の
確
保
や
宣
言
者
に
よ
る
技
術
指
導
な

ど
に
関
す
る
宣
言
者
と
の
協
議
な
ど
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
で
無
償
開
放
さ
れ
た
知
財

を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
必
要

と
さ
れ
る
新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

一
つ
で
も
多
く
生
み
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
終
結
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
も
見
据
え
知
財

を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
だ
く
。

我
々
の
宣
言
の
取
組
が
そ
の
契
機
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

活
動
を
広
め
る
た
め
に
、苦
労
し
た

点
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

現
在
の
開
放
さ
れ
た

知
的
財
産
権
の
数
と
、

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

https://plidb.inpit.go.jp/

インターネット上で、企業、大学、研究機関等の開放特許を
一括して検索できる公的なサービス。

どなたでも無料でご利用いただけます（データベースへの開放特許の登録も無料）
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医療を根幹にした研究・開発で
世界に新たな産業を作りだす

CYBERDYNE株式会社

筑波大学での研究成果を産業へと繋げるために創立された大学発ベンチャー。
世界が注目するシステムを世に送り出した同社に、
研究・開発における知財の必要性や有効性について伺いました。

　
か
つ
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
A
・
ハ
イ
ラ

イ
ン
の
S
F
小
説『
宇
宙
の
戦
士
』に
登

場
し
た
こ
と
で
、
一
躍
話
題
と
な
っ
た

パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
と
い
う
概
念
。

　
そ
の
後
の
S
F
小
説
や
映
画
・
ア
ニ

メ
で
も
同
じ
よ
う
な
ス
ー
ツ
は
た
び
た

び
登
場
し
、
今
な
お
S
F
好
き
な
人
に

と
っ
て
は
、
夢
の
ス
ー
ツ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
す
で
に
S
F
の
世

界
の
話
で
は
な
く
、
現
代
社
会
で
実
現

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
夢
を
叶
え
た
、
ま
さ
に
時
代

の
最
先
端
を
い
く
企
業
こ
そ
が
サ
イ

バ
ー
ダ
イ
ン
株
式
会
社
。

　
同
社
は
2
0
0
4
年
に
、
筑
波
大
学

で
の
研
究
成
果
を
産
業
へ
と
繋
げ
る
た

め
に
、
工
学
博
士
の
山
海
嘉
之
教
授
が

立
ち
上
げ
た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。

　
山
海
氏
は
、人
工
頭
脳
学
、ロ
ボ
ッ
ト

工
学
、情
報
学
、医
学
な
ど
を
融
合
し
た

新
た
な
学
術
分
野「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
」の

創
生
者
で
あ
り
、
第
一
人
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
現
場
で
の
利
用
を
想
定
し
つ
つ
、

多
角
的
な
目
線
と
複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
基
づ
い
た
開
発
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
ア
イ
デ
ア
や
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
さ
に

知
財
の
塊
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
時
代
の
最
先
端
を

駆
け
続
け
る
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
の
開
発

に
か
け
る
思
い
や
、
そ
の
結
果
と
し
て

勝
ち
取
っ
た
知
財
に
対
す
る
意
識
に
つ

い
て
、詳
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Vol.4
活用企業紹介

 医療福祉システムの研究開発など

Company Profile
医療に対する研究の成果は、日常生活に
おいても人を支える。

[ 名　　称 ] CYBERDYNE株式会社
[ 本　　社 ] 茨城県つくば市学園南2-2-1
[ 資 本  金 ] 267億780万円

  (2019年3月31日時点）
[ 従業員数 ] 社員：151名（2020年3月31日時点）
[ 事業内容 ] 医療福祉機器および

S
F
作
家
が
作
り
出
し
た
未
来
は

す
で
に
未
来
で
は
な
く
な
っ
た

知財活用企業紹介　｜08



知
財
を
意
識
す
る
の
は
、

研
究
・
開
発
の
ど
の
段
階
か
ら
？

　「
我
が
社
の
代
名
詞
は
世
界
初
の

装
着
型
サ
イ
ボ
ー
グ
H
y
b
r
i
d 

A
s
s
i
s
t
i
v
e
　
L
i
m
b

（
H
A
L
®
）
で
す
。
装
着
型
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
よ
く
パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
の

よ
う
な
紹
介
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、正
確
に
は
サ
イ
ボ
ー
グ
。
元
々
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
医
療
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
自
由
に
動
か
せ
る
義
手

や
義
足
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
い

え
ま
す
。で
す
か
ら
、自
分
で
操
作
・
操

縦
を
す
る
の
で
は
な
く
、
身
体
を
動
か

す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
動
か
そ
う
と
考

え
る
だ
け
で
反
応
す
る
こ
と
が
最
大
の

特
徴
で
す
。

　
人
は
脳
か
ら
指
令
を
出
し
、
神
経
を

通
し
て
各
所
の
筋
肉
を
動
か
し
て
い
ま

す
が
、
H
A
L
®
は
そ
の
信
号
を
受
信

し
て
、
身
体
が
動
作
す
る
よ
り
も
早
く

作
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、タ
イ
ム

ラ
グ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、自
然
に
人
の

つ
い
て
も
知
識
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
複
合
的
な
視
点
で
開
発
を
進

め
る
わ
け
で
す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
程

に
お
い
て
、
他
社
の
知
財
に
触
れ
る
可

能
性
は
と
て
も
高
い
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
開
発
を
は
じ
め
る
段
階
か
ら
常

に
知
財
に
関
す
る
専
門
家
が
会
議
に
も

同
席
し
て
い
ま
す
。」

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
に
と
っ
て

「
特
許
」と
は
何
を
意
味
す
る
？

　「
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
く
サ
イ
ボ
ー
グ

を
開
発
す
る
に
は
、
単
な
る
機
械
工
学

や
人
工
頭
脳
学
の
技
術
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
ま
せ
ん
。

　
脳
の
信
号
を
読
み
取
り
、
分
析
す
る

に
は
脳
科
学
や
神
経
学
が
必
要
で
す

し
、
分
析
し
た
結
果
は
デ
ー
タ
と
し
て

蓄
積
さ
れ
、
さ
ら
に
解
析
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
情
報
科
学
も
必
要
と

な
る
。さ
ら
に
身
体
の
構
造
を
知
る

た
め
の
運
動
生
理
学
や
再
生
医
療
に

動
き
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
す
。神

経
の
伝
達
か
ら
、
筋
肉
の
収
縮
、
関
節
の

可
動
と
い
う
も
の
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど

効
率
が
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

H
A
L
®
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
に
特
化

し
た
専
用
設
計
と
す
る
こ
と
で
、そ
の
効

率
を
極
限
ま
で
高
め
て
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
脳
か
ら
の
信
号
を
途
中

で
横
取
り
し
た
状
態
か
ら
で
も
、
身
体

の
動
き
よ
り
も
早
く
作
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。」

　「
我
が
社
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す

か
ら
、社
会
へ
の
還
元
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。私
た
ち
の
研
究
成
果
を
評
価
し

て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
、『
特
許
』と
は

特
出
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
証
で
あ
り
、

先
進
性
の
証
で
も
あ
る
ん
で
す
。

　
と
は
い
え
、
知
財
と
は
知
識
で
あ
り
、

技
術
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。盗
も
う
と
思
え

ば
い
く
ら
で
も
盗
め
て
し
ま
う
も
の
で

す
。産
業
ス
パ
イ
と
は
ど
こ
に
で
も
存

在
す
る
も
の
。本
人
に
そ
の
気
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
ス
パ
イ
行

為
に
繋
が
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。

例
え
ば
、
大
学
で
留
学
生
を
受
け
入
れ

た
と
し
て
、そ
の
学
生
が
学
ん
だ
こ
と
を

就
職
先
で
活
か
し
て
い
た
と
し
た
ら
？ 

そ
こ
に
は
大
学
の
研
究
成
果
が
反
映
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 
も
し
か
す
る
と

そ
れ
は
特
許
を
出
願
・
取
得
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。海
外
の
企

業
が
私
た
ち
の
技
術
を
流
用
し
て
、
安

い
人
件
費
の
も
と
、
同
じ
も
の
を
製
作
し

た
と
し
た
ら
、
私
た
ち
よ
り
も
安
価
で

製
造
が
可
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
と
き
、特
許
を
侵
害
さ
れ

世
界
初
の
装
着
型
サ
イ
ボ
ー
グ

H
A
L
®
が
世
界
に
注
目
さ
れ
る

最
大
の
理
由
と
は
？

た
企
業
は
、ど
ん
な
対
処
を
す
る
の
で

し
ょ
う
？ 

国
際
裁
判
で
訴
訟
を
起
こ

し
ま
す
か
？ 

そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い

判
断
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
膨
大
な
手

間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。で
す
か

ら
企
業
間
の
会
話
で
和
解
に
持
ち
込

む
こ
と
が
理
想
な
ん
で
す
。具
体
的
に

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、こ
ち
ら
が
パ

テ
ン
ト
を
握
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
、
そ
の
上
で
業
務
提
携
と
い
う
形
式

に
落
ち
つ
か
せ
る
。つ
ま
り
O
E
M
製

品
と
い
う
こ
と
に
す
る
ん
で
す
。

　
大
袈
裟
に
み
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
知
財
の
管
理
と
い
う
の
は
本
気

の
国
際
紛
争
も
想
定
し
た
上
で
取
り

組
む
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
H
A
L
®
は
医
療
用
に
開
発
を
始

め
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の

利
用
に
は
汎
用
性
が
あ
り
ま
す
。医
療

現
場
や
患
者
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
現

場
で
活
躍
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。
例

え
そ
れ
が
平
和
的
な
現
場
で
な
く
て

も
、
H
A
L
®
は
活
躍
し
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。本
来
の
用
途
か
ら
外
れ
た
使

い
方
を
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
知
財
の

管
理
は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。」

　
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
の
本
質
は
、『
人

の
生
活
』
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
研
究
・
開
発
に
あ
り
ま
す
。
事
業
提

携
に
お
い
て
も
、
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
第

一
に
考
え
、
産
業
と
し
て
う
ま
く
回
せ

る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
H
A
L
®
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

は
、
今
後
も
様
々
な
分
野
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

筑波大学教授にして、CYBERDYNE株式会社の代表取締役
社長である山海 嘉之 氏。

HAL® の挙動はシステムによって制御されており、重心や傾き

などをリアルタイムにモニター上で確認できる。

HAL® 医療用単関節タイプ。肘や膝など装着部位に適したア

タッチメントで、各関節の集中的なリハビリテーションを提供。
医療用のデータをフィードバックして作られた、自立支援用の

モデルもラインナップされている。

09｜　知財活用企業紹介



近
年 

世
界
的
に
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み

特
許
申
請
の
数
は

年
々
増
え
続
け
て
い
る

増
え
続
け
る
特
許
文
献
を

今
ま
で
の
検
索
シ
ス
テ
ム

よ
り
も
効
率
的
に
ミ
ス
な
く

検
索
で
き
る
も
の
は

作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
？

そ
の
疑
問
こ
そ
が

こ
の
特
許〝
ア
ド
パ
ス
〞

の
始
ま
り
で
あ
っ
た…

世
界
中
の

特
許
を
日
本
語
で

簡
単
に
検
索

で
き
な
い
か
な

A
I
と
か

使
っ
て
さ
！

A
I
を
使
う

そ
う
で
す
…

は
…

は
い
…

そ
う
…

何
を
隠
そ
う

こ
の
人
た
ち
…

A
I
の
事
は

素
人
同
然

だ
っ
た
の
だ
…

し
か
も
…

官
庁
の
人
事

期
間
は
１
〜
２
年
！

そ
の
間
に

検
索
シ
ス
テ
ム
を

作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た

彼
ら
は
…

イ
チ
か
ら

勉
強
を
始
め

う
〜
ん

ど
う
し
よ
う
〜

そ
う
命
じ
ら
れ
た
の
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

そ
し
て

審
査
企
画
室
の

6
名
で
あ
っ
た

そ
の
た
め 

調
査
す
べ
き

特
許
文
献
の
数
は
数
倍
に
も

膨
れ
上
が
っ
た
が

特
許
を
審
査
す
る

審
査
官
の
数
は

変
わ
る
こ
と
は
な
い

西
出 

隆
二
さ
ん

特許庁が特許 を初取得！？

マンガ：魚乃目三太

特
許
文
献
検
索
シ
ス
テ
ム「
ア
ド
パ
ス
」誕
生
秘
話
！

☞

特
許
庁

特許文献検索システム「アドパス」誕生秘話！　｜10



あ
る
時
は

大
学
の
論
文
を

読
み

あ
る
時
は

大
学
の
論
文
を

読
み

『
検
索
速
度
』

『
検
索
速
度
』

た
っ
た

11
カ
月
の

開
発
期
間
で

た
っ
た

11
カ
月
の

開
発
期
間
で

審
査
官
に

使
っ
て

も
ら
っ
た
ら…

審
査
官
に

使
っ
て

も
ら
っ
た
ら…

〝
ア
ド
パ
ス
〞

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
稼
働
！

〝
ア
ド
パ
ス
〞

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
稼
働
！

最
後
に

『
デ
ー
タ
エ
ラ
ー
』

最
後
に

『
デ
ー
タ
エ
ラ
ー
』

苦
労
が

報
わ
れ
た

の
で
あ
る
！※

苦
労
が

報
わ
れ
た

の
で
あ
る
！※

そ
し
て 

よ
り
良
い

検
索
シ
ス
テ
ム
の

開
発
の
挑
戦
は
続
く…

そ
し
て 

よ
り
良
い

検
索
シ
ス
テ
ム
の

開
発
の
挑
戦
は
続
く…

そ
し
て…

そ
し
て…

そ
し
て

あ
る
時
は

I
T
の
民
間
企
業
と

意
見
交
換
や

勉
強
会
を
開
い
た

そ
し
て

あ
る
時
は

I
T
の
民
間
企
業
と

意
見
交
換
や

勉
強
会
を
開
い
た

特
に
苦
労
し
た
の
が

『
外
国
特
許
文
献
へ
の

　日
本
の
分
類
の
付
与
』

特
に
苦
労
し
た
の
が

『
外
国
特
許
文
献
へ
の

　日
本
の
分
類
の
付
与
』

日
本
の
特
許
文
献
に

人
手
で
付
与
さ
れ
た

大
量
の
分
類
デ
ー
タ
を

A
I
に
学
習
さ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た

日
本
の
特
許
文
献
に

人
手
で
付
与
さ
れ
た

大
量
の
分
類
デ
ー
タ
を

A
I
に
学
習
さ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た

外
国
庁
か
ら
入
手
し
た

文
献
に
デ
ー
タ
エ
ラ
ー
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
た
め

そ
の
修
正
に
と
て
も
苦
労
し
た

外
国
庁
か
ら
入
手
し
た

文
献
に
デ
ー
タ
エ
ラ
ー
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
た
め

そ
の
修
正
に
と
て
も
苦
労
し
た

約
５,
0
０
０
万
件
の

文
献
を
高
速
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

多
数
の
サ
ー
バ
で

分
散
処
理
す
る
よ
う
に
し
た

約
５,
0
０
０
万
件
の

文
献
を
高
速
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

多
数
の
サ
ー
バ
で

分
散
処
理
す
る
よ
う
に
し
た

特許庁が特許 を初取得！？

外国特許文献が急増する中で、チームメンバー全員が
力を合わせて、実験的なAI技術等の活用にも意欲的
に取り組んで、先駆的で有用な検索システムを開発す
ることができたと思います。今後も改善を続けて、効率
的で質の高い特許審査のために貢献できればと考え
ています。

https://www.meti.go.jp/press/2020/05/20200511001/20200511001.htmlURL
※この成果を出願し、特許庁は初となる特許を取得しました。詳細はこちら

◁ 開発担当者より ▷
特許庁 審査第一部 調整課審査企画室 後藤 昌夫さん

アドパスは増え続ける特許文献に対して、審査官の業
務をサポートできないか、という思いから生まれたシス
テムです。短い開発期間にもかかわらず、無事にリリー
スすることができたのは、メンバー全員でチームワーク
を発揮した結果です。このシステムが、少しでも、審査
官の役に立てれば嬉しいです。

特許庁 審査第四部 電子デバイス  西出 隆二さん

Point

特
許
庁
で
は
、発
明
の
技
術
内
容
に
応
じ
て
、日
本
の
特
許
文
献
に
日
本
の
分
類
を
人
手
で
付
与
し
て
い
ま
す
。膨
大
な
外
国
特
許
文
献
に
人
手
で
迅
速
に

付
与
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、A
I
に
機
械
学
習
さ
せ
、A
I
を
利
用
し
て
日
本
の
分
類
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

11｜　特許文献検索システム「アドパス」誕生秘話！



モ
デ
ル
契
約
書
と
は
？

「スタートアップの取引慣行に関する実態調査」より
スタートアップが大企業等から受けた納得できない行為の具体的な内容

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
叫
ば
れ
る
中
、大
企
業
等
に

納
得
で
き
な
い
行
為
を
受
け
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を
う
け
、

公
平
な
契
約
を
結
ぶ
た
め
の
指
南
と
し
て

特
許
庁
が
モ
デ
ル
契
約
書
を

作
成
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
？

特許庁 オープンイノベーション
推進プロジェクトチーム

高田 龍弥

モ
デ
ル
契
約
書
を

作
成
し
た
理
由
は
？

　

2
0
1
9
年
6
月
に
公
正
取
引
委

員
会
が
公
表
し
た
製
造
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
・
知
財
搾
取
を
問
題
視
し
た
実

態
調
査 

が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
で
す
。

「
営
業
秘
密
で
あ
る
レ
シ
ピ
の
開
示
を

強
要
さ
れ
て
、
挙
げ
句
に
模
倣
品
を
製

造
さ
れ
て
取
引
を
停
止
さ
れ
る
」
や

「
競
合
他
社
の
工
員
に
対
し
て
、
自
社

の
熟
練
工
に
よ
る
技
術
指
導
を
無
償

で
実
施
さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
、
不
当
な

取
引
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。製
造
業
者
3
万
社
に
対
す
る
書
面

調
査
の
回
収
率
は
驚
異
の
52
・
9
％
で
、

こ
の
数
字
か
ら
世
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
公
正
取
引
委
員
会
の

　

従
来
の
契
約
ひ
な
形
と
の
大
き
な
違

い
は
、具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

が
前
段
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
契
約
」と
は
相
手
方
と
実
行
し
た
い

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
企
業
間
の

技
術
取
引
に
関
す
る
諸
課
題
に
対
処

す
べ
く
、
モ
デ
ル
契
約
書
の
策
定
が
特

許
庁
と
経
済
産
業
省
の
共
同
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
公
正
取
引
委
員
会
も
連
携
し

て
い
ま
す
。産
業
政
策
を
所
掌
す
る
経

済
産
業
省
＋
特
許
庁
と
競
争
法
を
所
管

す
る
公
正
取
引
委
員
会
が
歩
調
を
合
わ

せ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
政
府
全
体
と

し
て
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
取
組
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

取
引（
ビ
ジ
ネ
ス
）を
描
き
、
そ
れ
を
実

現
す
る
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
や
取
引
条

件
を
文
字
化
し
た
も
の
で
す
。ビ
ジ
ネ

ス
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
無
限
に
あ
る

よ
う
に
、
契
約
も
ま
た
決
ま
っ
た
形
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、契
約
で
目
指
す
べ
き
価
値
と

取
引
シ
ー
ン
を
設
定
し
て
、そ
の
ケ
ー
ス

に
お
い
て
最
も
理
想
と
考
え
ら
れ
る

契
約
の
在
り
方
を「
モ
デ
ル
」と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。目
指
す
べ
き

価
値
と
は「
創
出
さ
れ
た
発
明
の
事
業

価
値
を
最
大
化
す
る
こ
と
」、
想
定
し

た
シ
ー
ン
は「
放
熱
に
関
す
る
新
素
材
を

開
発
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
技
術
取
引
」で
す
。

　

共
同
研
究
が
進
む
フ
ェ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
4
本
の
契
約
類
型
を
作
成
し

ま
し
た
が
、
中
で
も「
技
術
検
証
契
約
」

を
示
し
た
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
新

し
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
技
術
検
証
」は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
技
術
で
大
企
業
の
事
業
ア
イ
デ
ア

が
実
現
可
能
か
を
調
査
す
る
も
の
で

す
が
、
検
証
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
無

償
で
実
施
と
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。他
方
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
側

に
は
検
証
す
る
た
め
の
作
業
負
担
は

確
実
に
発
生
し
て
い
る
の
で
、
モ
デ
ル

契
約
書
で
は
適
切
な
対
価
を
要
求
す

べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
事
務
局
の
弁
護
士
の

監
修
の
下
、
契
約
条
文
毎
に
逐
条
で
解

説
を
付
け
ま
し
た
。各
契
約
で
キ
ー
と

な
る
条
項
に
つ
い
て
は
詳
細
に
解
説

し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
よ
う
に
法
務

専
属
の
職
員
が
い
な
く
て
も
、
理
解
し

や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

　

契
約
の
骨
子
を
ま
と
め
た
タ
ー
ム

シ
ー
ト
が
各
契
約
類
型
に
付
属
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

最
初
か
ら
詳
細
な
契
約
書
で
交
渉

を
始
め
る
よ
り
、
合
意
で
き
な
か
っ
た

際
の
デ
ィ
ー
ル
ブ
レ
イ
ク
を
早
め
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

取
引
条
件
を
シ
ン
プ
ル
に
示
し
て
、

そ
こ
で
折
り
合
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

い
た
ず
ら
に
交
渉
を
長
引
か
せ
る
よ

り
も
別
の
交
渉
相
手
を
探
す
方
が
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
し
ょ
う
。

自社の重要な資料（アルゴリズム含む）を取引先が他社に開示する
ことがあった。

契約外の作業を求められ、実施したにもかかわらず、追加作業について
契約書が提示されず、対価も支払われなかった。

主に自社のノウハウを用いて新たに生み出された発明等であっても、
大企業に権利が帰属する条件になっている。

自社の技術が詰まった製品の製作を大企業に依頼したところ、
その技術に関連する特許を無断で出願された。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

促
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
契
約
書

みんなのギモン　｜12



オープンイノベーションプロセスにおける本モデル契約書のスコープ

※オープンイノベーション
ポータルサイト

契約条文毎に逐条で解説がついている。
弁護士が監修した、わかりやすくて実践的な解説を掲載！

1

2 契約の骨子をまとめたタームシートが各契約類型に付属。
大枠で重要な交渉項目に合意できれば、その後もスムーズに！ 

モデル契約書のポイントは2つ
Check

■
詳
細
は
左
記
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

外
部
か
ら
反
応
は
あ
っ
た
？

今
後
は
ど
う
す
る
の
？

オープンイノベーション・企業連携における技術取引や知的財産

に係るリスクを事例で分かり易く解説し、リスクを回避するため

のポイントを示しています。特許庁HPの「オープンイノベーション

ポータルサイト」からDLできます。

知財を使った企業連携4つのポイント

事業アイデアの
選択

ビジネスモデル
検討

連携相手の
探索

連携 上市

      本モデル
契約書のスコープ

協議～検証～共同研究・開発において契約を行うプロセス

戦略策定～
オープンディス
カッション

協議開始
（秘密保持）

PoC
（技術検証）

共同研究/
ライセンス

共同事業
開始

次フェーズの
意思決定/
再チャレンジ

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
そ
の
支
援
者
の

方
々
か
ら
は
概
ね
好
評
で
す
。

　
特
に
「
創
出
さ
れ
た
発
明
の
事
業
価

値
の
最
大
化
」
を
目
的
に
据
え
た
こ
と

は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
皆
さ
ん
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
契
約
ひ
な
形
と
の
大
き
な
違

い
は
、具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

が
前
段
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
契
約
」と
は
相
手
方
と
実
行
し
た
い

取
引（
ビ
ジ
ネ
ス
）を
描
き
、
そ
れ
を
実

現
す
る
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
や
取
引
条

件
を
文
字
化
し
た
も
の
で
す
。ビ
ジ
ネ

ス
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
無
限
に
あ
る

よ
う
に
、
契
約
も
ま
た
決
ま
っ
た
形
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、契
約
で
目
指
す
べ
き
価
値
と

取
引
シ
ー
ン
を
設
定
し
て
、そ
の
ケ
ー
ス

に
お
い
て
最
も
理
想
と
考
え
ら
れ
る

契
約
の
在
り
方
を「
モ
デ
ル
」と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。目
指
す
べ
き

価
値
と
は「
創
出
さ
れ
た
発
明
の
事
業

　
2
0
2
0
年
6
月
30
日
に
「
新
素
材

編
」
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

「
A
I
編
」、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
変
え
て
、

「
研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
×
大

学
編
」な
ど
も
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
技
術
分
野
や
交
渉
相
手
が
異
な
れ

ば
、交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
も
変
わ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
モ
デ
ル
を
提
示
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
V
e
r
1.
0
と
あ
る
よ
う
に
、

今
後
も
定
期
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
普
及
啓
発
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
開
催
し
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
貰

い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
へ
と
改
善

し
て
い
く
の
が
理
想
で
す
。

価
値
を
最
大
化
す
る
こ
と
」、
想
定
し

た
シ
ー
ン
は「
放
熱
に
関
す
る
新
素
材
を

開
発
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
技
術
取
引
」で
す
。

　
共
同
研
究
が
進
む
フ
ェ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
4
本
の
契
約
類
型
を
作
成
し

ま
し
た
が
、
中
で
も「
技
術
検
証
契
約
」

を
示
し
た
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
新

し
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
技
術
検
証
」は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
技
術
で
大
企
業
の
事
業
ア
イ
デ
ア

が
実
現
可
能
か
を
調
査
す
る
も
の
で

す
が
、
検
証
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
無

償
で
実
施
と
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。他
方
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
側

に
は
検
証
す
る
た
め
の
作
業
負
担
は

確
実
に
発
生
し
て
い
る
の
で
、
モ
デ
ル

契
約
書
で
は
適
切
な
対
価
を
要
求
す

べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
事
務
局
の
弁
護
士
の

監
修
の
下
、
契
約
条
文
毎
に
逐
条
で
解

説
を
付
け
ま
し
た
。各
契
約
で
キ
ー
と

な
る
条
項
に
つ
い
て
は
詳
細
に
解
説

し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
よ
う
に
法
務

　
例
え
ば
、共
同
研
究
の
成
果（
発
明
等
）

の
権
利
帰
属
に
つ
い
て
揉
め
る
ケ
ー
ス

が
よ
く
あ
る
と
聞
き
ま
す
。共
同
研
究

経
費
を「
ど
ち
ら
が
負
担
し
た
か
？
」で

言
え
ば
、当
然
大
企
業
の
ケ
ー
ス
が
多

い
訳
で
す
が
、「
将
来
の
事
業
価
値
を
最

大
化
す
る
た
め
に
権
利
帰
属
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
？
将
来
、
ど
ち
ら
が
よ
り
事

業
価
値
を
最
大
化
で
き
る
の
か
？
」
で

あ
れ
ば
、
双
方
が
W
i
n
-
W
i
n
に

な
る
形
で
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
い
っ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

専
属
の
職
員
が
い
な
く
て
も
、
理
解
し

や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

　
契
約
の
骨
子
を
ま
と
め
た
タ
ー
ム

シ
ー
ト
が
各
契
約
類
型
に
付
属
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
最
初
か
ら
詳
細
な
契
約
書
で
交
渉

を
始
め
る
よ
り
、
合
意
で
き
な
か
っ
た

際
の
デ
ィ
ー
ル
ブ
レ
イ
ク
を
早
め
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
取
引
条
件
を
シ
ン
プ
ル
に
示
し
て
、

そ
こ
で
折
り
合
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

い
た
ず
ら
に
交
渉
を
長
引
か
せ
る
よ

り
も
別
の
交
渉
相
手
を
探
す
方
が
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
し
ょ
う
。

シ
ョ
ン
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
も

込
み
で
、セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
モ
デ
ル
契
約
書
の
考
え
方
を
普
及
・

定
着
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
大
企
業
側
か
ら
の
評
価
は
様
々
あ
り

ま
す
が
、大
事
な
こ
と
は
モ
デ
ル
契
約
書

が
事
業
部
と
知
財
・
法
務
部
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
で
す
。
事
業
部
の
方
々
が
モ
デ

ル
契
約
書
を
携
え
て
、知
財
・
法
務
部
の

皆
さ
ん
と
膝
詰
め
で
議
論
す
る
、そ
ん
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
作
り
ま
し
た
。両
者
が
同
じ
目
線

に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
協
業

に
取
り
組
め
ば
、も
っ
と
日
本
の
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
促
進
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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産業財産権専門官（特許庁職員）による、
知財活用へ意欲のある中小企業の皆様に向けた、
ハンズオン支援を開始！

中
小
企
業
向
け
の

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
実
施
中

特
許
庁
職
員
が
、中
小
企
業
に
対
し
て
複
数
回
訪
問
を
し
、知
財
戦
略
構
築
に
向
け
た
提
案
や
、

課
題
解
決
に
向
け
て
経
営
戦
略
の
段
階
か
ら
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

JPO 通信

特
許
庁
職
員
が

御
社
を
訪
問
し
ま
す

　
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
た
く
さ
ん

の
企
業
が
、
独
自
に
生
み
出
す
様
々
な

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ

て
他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
企
業
に
と
っ
て
の

知
的
財
産
と
な
り
得
ま
す
。

　
そ
の
知
的
財
産
を
形
に
し
て
『
見
え

る
化
』し
た
も
の
を
、特
許
権
や
商
標
権

と
い
っ
た
知
的
財
産
権
と
呼
び
ま
す
。 

こ
う
し
た
知
的
財
産
の
見
え
る
化
は
、

競
争
力
の
源
泉
と
な
り
、
差
別
化
を
さ

ら
に
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
特
許
庁
で
は
少
し
で
も
多

く
の
中
小
企
業
様
が
知
的
財
産
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
」を
始
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
産
業
財
産
権
専
門
官

を
は
じ
め
と
し
た
特
許
庁
職
員
が
、
知

財
総
合
支
援
窓
口
や
関
連
す
る
専
門
機

関
・
専
門
家
等
と
連
携
し
て
、
中
小
企

業
を
訪
問
し
商
品
開
発
や
販
路
等
の
経

営
課
題
を
知
財
の
側
面
か
ら
分
析
。そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
経
営
戦
略
に
知
財

戦
略
の
視
点
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
訪
問
に
か
か
る
交
通
費

や
謝
金
は
不
要
で
す
。
I
N
P
I
T
か

ら
の
専
門
家
派
遣
も
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　
社
内
の
方
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
、
知
財
と
い
う
視
点
で
見

る
と
新
た
な
競
争
力
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
、ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

Topics 1

特許庁総務部普及支援課　産業財産権専門官

御社で抱えている課題について概要をメールに記載の上、
PA0661＠jpo.go.jpまでお送りください。特別な資料の添付は不要です。
※先着順。応募多数の場合は締め切らせていただきます。

■ 特許庁の担当者よりご連絡させていただきます。
■ 実際の訪問の前に、訪問シートに企業情報等をご記入いただくなど、
     企業側にもご対応いただきますが、過度に負担とならないようサポート。

アポイントメント
お申し込みいただきましたら、

該当企業様に
ご連絡を差し上げます。

専門官が直接赴くか、
オンライン上で

ヒアリングを行います。

知財戦略構築に向けた
ご提案や、課題の解決を
お手伝いいたします。

具体的な支援内容
■ 訪問（又はオンライン会議）により経営戦略の現状を把握し今後の方向性を確認します。

■ 経営戦略の課題に対して知財面からの現状・ 課題を特許庁側で『見える化』します。

■ 課題に対して、その対応の方向性・仕組み（オープンクローズ戦略や海外展開等についての知財戦略構築等）
　 を一緒に検討します。

■ 特許庁の支援メニューに加え、経済産業省や（独）工業所有権情報・研修館（INPIT）の支援メニューも駆使し、
　 知財の課題への具体的な対応を提案いたします。

■ 必要に応じてINPITと連携をして弁理士等の 専門家派遣に繋げ、企業の課題解決までご支援します。

 訪問 アフターフォロー１ 2 3

【支援のフロー】

特許庁　ハンズオン支援

TEL：03-3581-1101　内線：2340

申込方法

申込後の
流れ

お問い合わせ先

お申し込みについて

JPO通信　｜14



J
P
O
と
U
S
P
T
O
及
び
E
P
O
が
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
る
原
動
力
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

支
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、発
明
者
や
出
願
人
の
皆
様
へ
向
け
た
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。

Topics 2

JPO 通信

Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｅ
Ｐ
Ｏ
と
の

共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
知
財
庁
の
長
官
同
士
が
、
制
度
ユ
ー

ザ
ー
の
方
々
に
向
け
て
、
共
同
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
と
い
う
試
み
は
今

回
が
初
め
て
で
す
。各
知
財
庁
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
越
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
た
こ
と
は
、
発
明
者
の
皆
様
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き
い
こ
と
の
表

れ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
地

域
間
で
協
力
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

U
S
P
T
O
・
E
P
O
と
相
談
を
重
ね
、

決
定
し
ま
し
た
。強
く
実
感
し
た
の
は
、

異
な
る
知
財
庁
で
あ
っ
て
も
、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
て
い
く
」
と
い

う
思
い
は
同
じ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
時
期
は
未
だ
見
通
せ
ず
、
世
界
各
国

に
お
け
る
経
済
へ
の
悪
影
響
が
長
期

間
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
今

後
も
備
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
発
明
者
の
皆
様
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
支
援
を
で

き
る
よ
う
、
知
財
と
い
う
観
点
か
ら
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お問い合わせ

（特許庁広報室直通）※平日9：00～17：30

発行：2020年11月25日
制作：特許庁広報室

03-3501-6792

Web版は
こちらから！
バックナンバー
も掲載

※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

特許庁の広報誌「とっきょ」に関しまして
アンケートにご協力ください。

vol.46
「とっきょ」アンケート

アンケートに
ご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.47）
を送付いたします。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
人
の
物
理
的
移
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
通
じ
て
大
部
分
の
経
済
活
動
が
実
行

可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、過
去
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
と
は
異
な
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
発
展
し
た
生
活

基
盤
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励
・

保
護
す
る
知
財
担
当
官
庁
と
し
て
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
発
明
者
に

改
め
て
敬
意
を
表
す
る
支
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
考
え
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、

U
S
P
T
O
、
E
P
O
と
も
共
有
し
、

今
回
の
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
影
響
を
受
け
た

方
々
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
の
対
応
を
ま
と
め

た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、J
P
O
で
は
発
明
者
・
出
願
人

の
手
続
上
の
不
都
合
を
極
力
減
ら
す
べ

く
、
影
響
を
受
け
た
方
へ
の
救
済
措
置

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
こ
そ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
た

発
明
者
の
皆
様
へ
の
想
い

な
ど
、法
令
が
許
す
限
り
の
支
援
施
策

を
講
じ
ま
し
た
。

　 

ほ
か
に
J
P
O
で
は
開
放
特
許

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
P.
7
）を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
許
技
術
の
自

主
的
な
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
と
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
有
効
な
発
明
の
商
業
化

の
促
進
に
活
用
で
き
ま
す
。

「グローバルな課題に対する共通の解決策に向けて」
https://www.jpo.go.jp/news/kokusai/epo/
20200716-jointmessage.html

「イノベーションの未来のために」
https://www.jpo.go.jp/news/kokusai/us/
20200601-jointmessage.html

■ USPTOとの共同メッセージ■ EPOとの共同メッセージ

米
国
特
許
商
標
庁

欧
州
特
許
庁
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花
王
の
「
ア
タ
ッ
ク
」
が
発
売
さ
れ
た
の

は
１
９
８
７
年
。当
時
の
洗
濯
洗
剤
市
場

は
、
既
に
飽
和
状
態
に
あ
り
、
他
社
製
品
と

の
差
別
化
は
困
難
を
極
め
る
状
態
だ
っ
た
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
う
け
、
お
得

用
特
大
サ
イ
ズ
の
洗
濯
洗
剤
が
好
ま
れ
て

い
た
な
か
、
花
王
は
あ
え
て
少
量
で
も
高
い

洗
浄
力
を
併
せ
持
つ
世
界
初
の
コ
ン
パ
ク

ト
洗
濯
洗
剤「
ア
タ
ッ
ク
」を
発
売
。一
つ
で

自
転
車
か
ご
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
し
ま
う

く
ら
い
場
所
を
取
っ
て
い
た
洗
濯
洗
剤
を

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
め
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
、
高
い
洗
浄
力
を
両
立

で
き
た
背
景
に
は
「
高
密
度
化
造
粒
技
術
」

と
、
酵
素
と
し
て「
ア
ル
カ
リ
セ
ル
ラ
ー
ゼ
」

を
実
用
化
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
「
高
密
度
化
造
粒
技
術
」は
、
洗
剤
の
粒
の

中
空
部
分
を
圧
密
化
す
る
技
術
で
あ
る
。当

時
、
洗
剤
の
粒
は
製
造
の
過
程
で
粒
子
内
部

に
中
空
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
が
洗
濯

洗
剤
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
巨
大
化
す
る
原
因
だ
っ

た
。高
密
度
化
造
粒
技
術
に
よ
り
内
部
の

中
空
を
減
ら
し
た
こ
と
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

サ
イ
ズ
は
従
来
の
約
４
分
の
１
に
な
っ
た
。

　
「
ア
ル
カ
リ
セ
ル
ラ
ー
ゼ
」は
、
綿
繊
維
の

奥
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ミ
ク
ロ
の
汚
れ
ま

で
溶
か
し
だ
す
酵
素
だ
。当
時
、
弱
ア
ル
カ

リ
性
を
示
す
洗
剤
溶
液
の
中
で
も
機
能
す

る
セ
ル
ラ
ー
ゼ
は
存
在
し
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、
耐
ア
ル
カ
リ
性
を
持
つ
セ
ル
ラ
ー
ゼ

を
探
し
出
し
、
そ
れ
を
生
産
す
る
技
術
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「お徳用」な特大サイズの箱入り洗剤が主流であった当時に、
あえて「場所を取らない」「運びやすい」というメリットを掲げたコンパクト洗剤を
発表しました。従来の 1/4ほどの容量でありながら、しっかりと汚れを落とす
洗浄力の高さを伝えるために生まれたのが「スプーン 1杯で驚きの白さに」です。
アタックの実力を、とてもわかりやすくアピールできたことで、より多くの方に
商品を知っていただけたと思います。

「わずかスプーン1杯で驚きの白さに」
飽和状態であった洗濯洗剤市場の中で、置き場所を選ばない
コンパクトな洗剤で新たなニーズを掘り起こしたヒット商品。

アタック

発売

花王株式会社

コ
ン
パ
ク
ト
化
と
い
う
新
し
い
価
値
を
提
案
し

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
引
き
上
げ
た

　

様
々
な
試
行
錯
誤
に
よ
り
生
ま
れ
た
「
ア

タ
ッ
ク
」は
、
そ
の
製
造
方
法
だ
け
で
な
く
、

容
器
や
ス
プ
ー
ン
に
至
る
ま
で
特
許
を
は

じ
め
と
し
た
知
財
で
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
高
密
度
化
造
粒
技
術
は
、
元
々
プ
リ

ン
タ
ー
の
ト
ナ
ー
を
製
造
す
る
技
術
を
転

用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。花
王
に

は
、
各
部
署
の
研
究
成
果
を
共
有
す
る
文
化

が
あ
り
、
異
な
る
分
野
の
技
術
が
積
極
的
に

組
み
合
わ
さ
れ
て
き
た
。技
術
を
独
占
せ
ず

皆
で
活
用
す
る
姿
勢
が
優
れ
た
新
商
品
を

作
り
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
や
、
ア
タ
ッ
ク
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
国
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。衣
類
を

手
洗
い
す
る
文
化
が
残
り
、
水
の
硬
度
が
日

本
と
は
異
な
る
東
南
ア
ジ
ア
の
一
部
地
域

で
は
、
洗
濯
環
境
に
合
わ
せ
た
洗
浄
技
術
を

投
入
し
、
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
つ
づ
け
て

き
た
。実
は
、「
ア
タ
ッ
ク
」
と
い
う
商
品
に

は
明
確
な
定
義
が
な
い
。時
代
や
国
に
合
わ

せ
て
、
そ
の
と
き
花
王
が
提
供
で
き
る
最
適

解
と
し
た
洗
剤
に
「
ア
タ
ッ
ク
」
の
名
が
冠

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

「高密度化造粒技術」によって製造さ
れた洗剤粒。内部の中空が圧密化さ
れているため、かさばりにくくなった。

登録商標　第 1929596 号
登録意匠　第 1318158 号　ほか

1987年
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